
岡山県  
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事  務  連  絡  

平成20年12月9日  

厚生労働省がん対策推進室長 殿  

岡山県保健福祉部健康対策課長  

岡山県地域がん診療連携拠点病院の現況報告の追加資料について   

平成20年10月30日付け健対第968号「平成20年度がん診療連携拠点病院  

の現況報告について」にて、岡山県の2次医療圏の概要並びに県内がん診療連  

携拠点病院の現況報告書を提出したところですが、別添のとおり追加資料を提  

出します。  

健康対策課 健康づくり班 川井  

〒700－8570 岡山市内山下2－4－6  

TEL：086－226－7328 FAX：086－225－7283  

MAIL：mutSuko－kawai＠pref．okayama．1g．jp  
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岡山県地域がん診療連携拠点病院の現況報告 追加資料  

岡 山 県   

平成19年の地域がん診療連携拠点病院推薦において、岡山県の各拠点病院の地域分担、  

機能分担、連携方策について方針を示しました。．平成20年にける現況は以下のとおりで  

す。  

○がん診療連携協議会  

（平成19年度の状況）   

県がん診療連携拠点病院、地域がん診療拠点病院、県  

（目標）   

県がん診療連携拠点病院、地域がん診療拠点病院、■県、県医師会、県病院協会、県看護  

協会、県薬斉り師会、その他  

（平成20年度現況）   

県がん診療連携拠点病院、地域がん診療拠点病院、県、県医師会（必要時）  

※がん診療連携協議会は平成19年度と同様に、県がん診療連携拠点病院、地域がん診  

療拠点病院、県、並びに必要に応じて関係者（医師会）等の参加にて開催されている。   

平成19年度後期から平成20年度は、「岡山県がん対策推進計画」の策定のため、  

策定委員会が開催された。策定委員は県医師会、県病院協会、県看護協会、県薬剤師会、  

その他（患者会、報道、健康ボランティア団体）から選出されていたため、がん診療連  

携協議会の発展を必要としない状況であった。  

○情報提供の充実  

（平成19年度の状況）   

がんに特化したページ   

わかりやすい入り口  

（目標）   

がんに特化したページ   

わかりやすい入り口  

（平成20年度現状）   

がんに特化したページ   

わかりやすい入り口  

4拠点病院／7拠点病院  

2拠点病院／7拠点病院  

7拠点病院／7拠点病院  

7拠点病院／7拠点病院  

4拠点病院／7拠点病院  

4拠点病院／7拠点病院  

※各拠点病院間の相互リンクなど、情報提供は別の視点では充実してきている。今後も  

患者がアクセスしやすい情報提供体制の整備に努める。  
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○緩和ケア研修  

①「がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会の開催指針」に準じた研修会の実施。  

（平成19年の状況）   

実績なし  

（目標）   

3回実施（50人×3回＝150人）  

（平成20年度の現状）   

実績なし（平成21年1月開催予定）  

②緩和ケア病棟を有する拠点病院における実施研修  

（平成19年の状況）   

実績なし  

（目標）   

随時実施（1ケ月程度 各期間1名ずつ）  

（平成20年度の現状）  

医師   1日間  

医学生  5自問  

看護師  3日間  

③研修会の開催  

（平成19年度の状況）  

（目標）  

（平成2．0年度現状）  

人
人
人
 
 

l
 
1
 
3
 
 

5拠点病院／7拠点病院  

7拠点病院／7拠点病院  

7拠点病院／7拠点病院  

※「がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会の開催指針」に準じた研修会につい  

ては岡山県がん診療連携協議会において緩和ケア実務者会議を部会として立ち上げ、情  

報の共有と協力体制整備がされ、現在、来年度早期の研修会開催に向け、調整中である。  

○地域連携クリテイカルパス  

（平成19年度の状況）  

（目標）  

（平成20年度現状）  

0拠点病院／7拠点病院  

7拠点病院／7拠点病院  

1拠点病院／7拠点病院  

※がん診療連携協議会の部門会として外来化学療法地域連携パス実務者会議、がん術後  

地域連携パス実務者会議において、医療圏をまたがる地域連携を視野にいれて、検討を  

重ねている。  
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○がん診療に携わる専門スタッフの配置  

①医療心理に携わる責任者を配置  

（平成19年度の状況）  

（目標）  

（平成20年度現状）  

6拠点病院／7拠点病院  

7拠点病院／7拠点病院  

7拠点病院／7拠点病院  

②がん対策情報センターによる研修を終了した相談員の配置  

（平成19年度の状況）  

（目標）  

（平成20年度現状）  

2拠点病院／7拠点病院  

7拠点病院／7拠点病院  

7拠点病院／7拠点病院  

○相談支援連絡会議  

（平成19年度の状況）  

（目標）  

（平成20年度現状）  

平成19年3月1回実施  

年1回以上実施  

平成20年4月、7月開催  

※3～4ケ月ごとに開催され、情報共有がなされている。 平成20度は、岡山県内のが  

ん相談支援センターに共通のパンフレットを作成した。  

○がんに関する主要な指標の公表  

（平成19年度の状況）  

（目標）  

（平成20年度現状）  

1拠点病院／7拠点病院  

7拠点病院／7拠点病院  

2拠点病院／7拠点病院  

※5年生存率の公表については、がん対策基本計画の主旨を踏まえ、各医療機関で検討  

されている。また、5大がんの一部のみ公表している医療機関もある。  
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事   務   連   絡  

平成20年12月16日  

厚生労働省がん対策推進室長 殿  

岡山県保健福祉部健康対策課長  

岡山県地域がん診療連携拠点病院の現況報告の追加資料について   

平成20年10月30日付け健対第968号「平成20年度がん診療連携拠点病院  

の現況報告について」にて、岡山県の2次医療圏の概要並びに県内がん診療連  

携拠点病院の現況報告書について、別添のとおり追加資料を提出します。  

健康対策課 健康づくり班 川井  

〒700－8570 岡山市内山下2－4－6  

TEL：086－226－7328 nlX：086－225－7283  

MAIL：mutSukorkawai＠pref．0knyama・1g・jp  
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複数配置の医療機関の特徴  

岡 山 県  

1 県南東部医療圏   

県南東部医療圏は、人口約92万人（県人口の47．0％）、面積約1，900bn2（県面積  

の26．8％）の二次医療圏である。岡山県の交通の要衝にあたり、真庭医療圏、高梁・  

新見医療圏、津山・英田医療圏からの患者の流入がある。  

○岡山大学病院（岡山市）  

岡山大学病院は、平成18年8月に岡山県がん診療連携拠点病院の指定を受け、県   

内に5施設（平成20年2月から7施設）あるがん診療拠点病院をまとめている実績   

がある。がん診療連携拠点病院の中で最も歴史があり、地域の医療機関との連携体   

制が整っている。また、特定機能病院、肝疾患診療連携拠点病院、エイズ治療拠点   

病院、地域周産期母子医療センターの指定を受け、地域医療の中で中心的な役割を   

果たしている。  

がん医療における特徴としては、中国・四国広域がんプロフェッショナル養成コ   

ンソーシアムの基幹校として、看護師、薬剤師等のコメディカルスタッフを含めた   

人材育成並びに医療の均てん化において重要な役割を担っており、岡山県の医療従   

事者の養成、資質向上に欠くことの出来ない医療機関である。既に、腫瘍センター、   

放射線部門、緩和ケアチームが整備され、今後ともがん診療において中心的な役割   

を担う体制が整っている。  

○岡山済生会総合病院（岡山市）  

岡山済生会総合病院は、県内で最も早く平成14年12月にがん診療連携拠点病院   

の指定を受けた医療機関である。また、災害拠点病院、へき地医療拠点病院、エイ   

ズ治療拠点病院、無料低額診療事業実施医療機関の指定を受け、地域医療の中で中   

心的な役割を果たしている。  

がん医療における特徴としては、岡山県内7施設のがん診療連携拠点病院の内、   

唯一緩和ケア病床を有し、その実績は10年になる。緩和ケア学会との共催による緩   

和ケア研修会（岡山県内で初回）の開催（1月予定）、がん診療連携協議会の緩和ケ   

ア実務者会議において中心的役割を果たすなど、緩和ケアの普及には欠かせない医   

療機関である。  

○岡山赤十字病院（岡山市）  

岡山赤十字病院は地域がん診療連携拠点病院（平成15年12月指定）であると同   

時に、災害拠点病院、へき地医療拠点病院、救命救急センター、エイズ治療拠点病  
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院、地域周産期母子医療センターであり、地域医療において中心的な役割を果たし  

ている。   

がん医療における特徴としては、岡山県内のがん診療連携拠点病院の中で、最初  

にがんに特化した相談支援センターを開設、専任スタッフの配備を実施した。平成  

20年度においては、がん診療連携協議会のがん相談支援実務者会議において、県内  

のがん相談支援センター共通のパンフレットを作成するにあたり、中心的な役割を  

担った実績がある。  

○国立病院機構岡山医療センター（岡山市）   

国立病院機構岡山医療セシターは、地域がん診療連携拠点病院（平成20年2月指   
定）であると同時に、地域医療支援病院、エイズ治療拠点病院、総合周産期母子医   

療センターであり、地域医療で中心な役割を果たしている。県北（真庭医療圏、津   

山・英田医療圏）からの交通の要衝に立地しており、県北の医療機関との連携が強   

い。  

がん医療における特徴としては、血液のがんにおいて、無菌室23床を有し県内の   

中心的な役割を担っている。また、小児がんにおいても専門的治療が可能であり、   

真庭医療圏、津山・英田医療圏の患者を受け入れている。  

2 県南西部医療圏   

県南西部医療圏は、人口約71万（県人口36．6射、面積約1，100血2（県面積15．8％  

～の二次医療圏である。交通の便から、高梁・新見医療圏からの患者を受け入れてい  

る。  

○倉敷中央病院（倉敷市）   

倉敷中央病院は、地域がん診療連携拠点病院（平成15年12月指定）であると同   

時に、地域医療支援病院、災害拠点病院、エイズ治療拠点病院、総合同産期母子医   

療センターであり、地域医療の中核的役割を果たしている。   

がん医療における特徴としては、年間30，000人を超える入院患者のうち、22．4％   

ががん患者であり、がん医療分野において県下最大級の医療機関である。紹介数、   

逆紹介数が共に10，000件を超え、県南西部医療圏におけるがん診療において中心的   

な役割を担っている。乳がん、胃がん、大腸がんについては地域連携クリティカル   

パスの運用も開始しており、県南西部医療圏内の医療機関との連携体制が整ってい   

る。  

○川崎医科大学附属病院（倉敷市）   

川崎医科大学附属病院は、地域がん診療連携拠点病院（平成20年2月指定）であ   
ると同時に、救命救急センターを併設しているため、県北（高梁・新見医療圏、真  
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庭医療圏）医療機関との、交通網を越えた連携体制が整備されている。また、特定  

機能病院、災害拠点病院、エイズ治療中核拠点病院、地域周産期母子医療センター  

であり、地域医療の中心的な役割を果たしている。   

がん医療における特徴としては、中国・四国広域がんプロフェッショナル養成コ  

ンソーシアムに参加しており、人材育成並びに医療の均てん化において、大きな役  

割を果たしている。既に、腫瘍センター、放射線部門、緩和ケアチームが整備され、  

今後ともがん診療において、中心的な役割を担っていく体制はできている。  

＜参考＞  

3 津山・英田医療圏（医療圏内にがん診療連携拠点病院は一つ）   

津山・英田医療圏は、人口約18万（県人口10．0％）、面積約1，800加2（県面積約  

26．0％）を占める医療圏である。  

○ 津山中央病院（津山市）  

津山中央病院は、地域がん診療連携拠点病院（平成17年1月指定）であると同時   

に、災害拠点病院、小児救急医療拠点病院、救命救急センター、エイズ治療拠点病   

院、地域周産期母子医療センターとして、地域医療の中心的な役割を担っている。   

なお、血液がん、小児がんに関しては、県南の医療機関との連携により対応してい   

る。  

がん医療においては、放射線部門、緩和ケアチーム、がん相談支援センターを整   

備し、今後ともがん診療の中心的役割を担える体制となっている。10，000人を超え   

る年間入院患者のうち、18．1％を新規がん患者が占める。県北（高梁・新見医療圏、   

真庭医療圏、津山・英田医療圏）の中で、唯一、がん診療連携拠点病院の要件を満   

たす医療機関である。  
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県がん診療連携拠点病院（岡山大学病院）  
（主な役割）  

がん診療連携協議会の開催  

県内のがん診療に関連する医療機関等（訪問看護ステーション、調剤薬局等も含む）の機能を調査し情報公  
開をするとともに、連携体制を構築  
がん登録の登録項目の標準化  

地域がん診療連携拠点病院への研修・診療支援  
中四国の8つの大学（岡山大学、川崎医科大学、山口大学、香川大学、徳島大学、愛媛大学、高知大学、高  
知女子大学）が連携して、各大学院でカリキュラムを共有し、メディカル、コメディカルを含む多職種のが  
ん専門職を養成している「中国・四国広域がんプロフエツショナル養成コンソーシアム」を中心的に運営し、  
地域がん診療拠点病院と連携することで、広い地域にむらなく専門職を送り出し、高いレベルでの均てん化  

に貢献  

がん薬物療法専門医、放射線治療医、外科系腫瘍医、がん専門薬剤師、がん専門看護師、医学物理士を養成  

連携して高度ながん医療を提供   

地域がん診療連携拠点病院   

（主な役割）   

・すべての拠点病院で5大がんをはじめ、種々のがんで集学的治療を実施   

・各地域がん診療連携拠点病院が、それぞれ特色を活かして、他の拠点病院をリードし、高いレベルでの均  
てん化に貢献するとともに、二次保健医療圏の枠を超えて相互に幅広く連携  

l－－－－－－－一一－－‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾■‾‾‾‾‾‾‾‾－一丁‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ 「‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾  

津山・英田  高梁・新見   

国立病院機構  

岡山医療センター  
（所在地：痕南東部）   

・交通の要衝に   

位置し、県北   

の保健医療圏   

との連携体制   

も整っている。  

・血液がん、小   

児がんについ   

ては、真庭、   

津山・英田圏   

域を含めた東   

部3保健医療   

圏において中   
心的な役割を   

担っている。  

川崎医科大学  

附属病院  
（所在地：県南西部）  

・特定機能病院。  
・「中国・四国   

広域がんプロ   

プロフェッ   

ショナル養成   

コンソーシア   

ム」に参画し、   

コメディカル   

スタッフを含   

め人材養成。  
・ドクターヘリ   

を運営し、公   

共交通機関に   

とらわれない   

県北の保健医   

療圏との連携   

体制構築。  

倉敷中央病院  
（所在地：県南西部）  

・紹介・逆紹介   
が共に10，000   

件を超え、他   

の医療機関と   

の連携体制の   

下、がん医療   

において中心   

的な役割を   

担っている。  

津山中央病院  
（所在地：津山・英田）   

県北部唯一のがん診療連携拠点病院。  

紹介10，000件、逆紹介5，000件を超  
え、他の医療機関との連携体制のもと、  
がん医療において中心的な役割を担っ  

ている。   

総合病院岡山   

赤十字病院  
（所在地：県南棄却）  

・相談支援に   

おいて中心   

的な役割を   

担う。  

岡山済生会総合病院  
（所在地：県南東部）  

・がん拠点病院の   

内、唯一緩和ケ   

ア病棟を有し、  

10年の実績を持   

つ。  

・緩和ケアの全県   
的な普及に中心   

的な役割を担う。  

県南西部  

※この体制図は概略を示すものであり、この図に示す二次保健医療圏を越えた医療機関間の連  
携や患者受診を妨げるものではありません。   
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